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『鬼怒川緊急対策プロジェクト』
『水防災意識社会』の再構築

（令和３年９月１５日完成）



1

●今後の気候変動により、施設能力を超える洪水の可能性
→「施設の能力には限界があり、施設では防ぎきれない
大洪水は必ず発生するもの」へと意識を変革し、
社会全体で洪水氾濫に備える必要があります。

●近代的河川改修が進み、水害の発生頻度が減少
→社会の意識が「水害は施設整備で発生を防止」へと
移り変わりました。

●我が国では、古来、水害が日常的に発生
→水害を「我がこと」として捉え、自ら対処しようとする意識が
社会全体に根付いていました。⇒「水防災意識社会」
例）水屋 （避難場所として高い場所に作った建物）
上げ舟（軒下等に備え付けられた避難用の小舟）

『水防災意識社会』の再構築

『水防災意識社会』 とは・・・
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鬼怒川緊急対策プロジェクト対象区間

【ハード対策】

●決壊した堤防の本格的な復旧
●高さや幅が足りない堤防の整備
●洪水時の水位を下げるための河道掘削など

【ソフト対策】
●豪雨時の行動を示した「タイムライン」の作成とそれに基づく訓練
●地域住民等との共同点検
●広域避難に関する仕組みづくりなど
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平成27年9月の再度災害防止を図るとともに、施設の能力を上回る洪水等による氾濫が
発生することを前提として、社会全体でこれに備える『水防災意識社会』の再構築を目指します。

平成27年9月関東・東北豪雨で大きな被災を受けた鬼怒川下流域。
国、茨城県、鬼怒川下流部の７つの市町が主体となって、

ハード・ソフトを一体化した緊急的な治水対策を行っています。

「鬼怒川緊急対策プロジェクト」



『鬼怒川緊急対策プロジェクト』
【ハード対策関連】
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鬼怒川緊急対策プロジェクト ハード対策の状況
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■ 決壊や溢水などの被災を受けた箇所は、事業着手後、速やかに堤防整備を実施しました。

■ 堤防の高さ対策は令和３年５月末時点で完了しており、一部の天端工や植生工等の残工事が残っていましたが令和

３年９月１５日で全て完了しました。

用地取得

堤防整備

河道掘削
（全体約128万m3）

（全体約66km）

（全体約120万m2）

100％
（完成約66km）

100％
（取得済約120万m2）

100％
（完成約128万m3）



鬼怒川緊急対策プロジェクト工事進捗状況（令和3年9月15日時点）

鬼怒川緊急対策プロジェクト区間(2.3k～46.6k）

守谷市

常総市

つくばみらい市

下妻市

八千代町

結城市

筑西市

大形橋下流区間 大形橋上流区間

小貝川

令和３年９月１５日時点で、１８０工事が完成。
（災害２１工事、築堤等１４３工事、河道掘削１６工事）

：完成工事 １８０工事
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鬼怒川における堤防整備状況（下流部） 令和３年９月１５日時点
常総市坂手地区堤防整備状況 常総市豊岡地区堤防整備状況

常総市三妻地区堤防整備状況

下妻市別府地区堤防整備状況

常総市若宮戸地区堤防整備状況

鬼
怒
川

つくばみらい市小絹地区堤防整備状況

： 実施済み

＜色の凡例＞
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鬼怒川における堤防整備状況（上流部） 令和３年９月１５日時点
八千代町坪井地区堤防整備状況

下妻市長塚地区堤防整備状況

結城市上山川地区堤防整備状況

下妻市尻手地区堤防整備状況

八千代町高崎地区堤防整備状況

筑西市船玉地区堤防整備状況

鬼怒川

： 実施済み

＜色の凡例＞

7



◆事業説明会開催状況
H28年4月までに沿川7市町の住民関係者に向けた事業説明会を実施

「鬼怒川緊急対策プロジェクト」 事業説明会の実施

平成28年3月24日 筑西市説明会

平成28年3月26日 守谷市説明会
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開 　 催　  日 説　　明　　会 参加人数 備　　　考

Ｈ２７年１１月　８日（日） 常総市三坂地区 30 市主催説明会

Ｈ２７年１１月１５日（日） 常総市若宮戸地区 7 市主催説明会

Ｈ２７年１１月２１日（土） 常総市若宮戸地区 87 市主催説明会

常総市地区別説明会

（五箇小学校区）

常総市地区別説明会

（水海道小学校区）

常総市地区別説明会

（大生小学校区）

常総市地区別説明会

（豊田小学校区）

常総市地区別説明会

（石下小学校区）

常総市地区別説明会

（三妻小学校区）

常総市地区別説明会

（石下西中学校区）

常総市地区別説明会

（水海道西中学校区）

筑西市事業説明会

（旧下館）

筑西市事業説明会

（旧関城）

ＡＭ

ＰＭ

ＡＭ

ＰＭ

ＡＭ

ＰＭ

ＡＭ

ＰＭ

ＡＭ

ＰＭ
124

109

120

25

8

43

58

36

28

17

36

21

51

八千代町事業説明会

48

43

下妻市事業説明会

つくばみらい市事業説明会

Ｈ２８年　３月２６日（土）

Ｈ２８年　３月３０日（水）

Ｈ２８年　４月１６日（土）

Ｈ２８年　４月１７日（日）

Ｈ２８年　２月２１日（日）

Ｈ２８年　２月２１日（日）

Ｈ２８年　３月２２日（火）

Ｈ２８年　３月２４日（木）

守谷市事業説明会

結城市事業説明会

Ｈ２８年　４月２４日（日）

Ｈ２８年　２月　７日（日）

Ｈ２８年　２月１１日（木）

Ｈ２８年　２月１１日（木）

Ｈ２８年　２月１３日（土）

Ｈ２８年　２月１４日（日）

Ｈ２８年　２月１４日（日）



所内並びに関係機関との協議の実施

○鬼怒川緊急対策プロジェクトの進捗に向け、所内並びに茨城県や関係市町との協議を
繰り返し実施することにより、整備状況の確認や、各種課題等の解決に向けた方策
検討などを進めています。

【委託企業との設計協議】

【所内調整会議の定期的な実施】 【茨城県との連絡調整会議の定期的な実施】

【用地取得等の調整に向けた関係市町合同会議】
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調査・設計、用地取得及び地元調整

【堤脚水路排水先協議及び地元調整状況】【用地取得・境界立会状況】
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堤防を早期に完成させるための工夫

○平成２７年９月１０日、関東・東北豪雨による記録的大雨により、常総市上三坂
地区の鬼怒川の堤防が、延長約２００ｍにわたって決壊。

○国土交通省では、さまざまな工夫を積み重ね、仮復旧を１４日間で完成させると
ともに、梅雨前の５月２７日に本復旧を完成。

決壊
（9月10日）

常総市上三坂地区
（延長約200m、盛土量：約40,000m3）

【参考】昭和61年 小貝川
（延長約85m、盛土量約10,000m3）

仮復旧
（9月24日）

本復旧
堤防本体着手
（1月12日）

本復旧
堤防本体完了
（5月27日）14日 110日 136日

決壊
（8月5日）

仮復旧
（8月18日）

堤防工事着手
（12月26日）

堤防工事完了
（5月24日）

13日 130日 149日

小貝川と比べ約一カ月短縮 梅雨前に堤防完成

・防災ステーションの活用
・災害協定の活用

・他事務所からの応援
・事務所に激特推進室設置

・２出張所による工事監督体制
・i-Construction（情報化施工）の導入

鬼怒川緊急対策プロジェクト
・ハード・ソフト
一体で進める激特事業

9/24 14:25頃 撮影
アンテナ

機器のアシストで作業効率向上

刃先センサー
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• 決壊約９時間後、平成27年９月１０日２２時頃、応急復旧工事に着手
• 工事着手後、約５日間で延長約２００ｍの仮堤防完了（荒締切工のうち盛土部分）
• その後、護岸や鋼矢板による補強工を実施し、着手から２週間で二重締切工までの応急復旧工事完了

鬼怒川

決壊延長 約200m

茨城県常総市三坂町地先

平面図

荒締切

二重締切

堤防決壊箇所（左岸21.0k付近）の応急復旧
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■鬼怒川緊急対策プロジェクトで必要となる大量の土量を切れ目なく現場に提供することが最大の課題
■河道掘削により掘削土が発生するが，河道掘削だけでは不足土が発生
■不足する土は他事業の発生土で解消。受け入れにあたりストックヤードを堤内地に設けることにより，出水
期に土砂改良工事等を進めることができ，事業の進捗と施工の平準化を図ることが可能に
■施工に際して，７箇所のストックヤードを確保し工事を進めました。

堤防を早く完成させるための工夫 ～必要土量の確保～

守谷市

常総市

つくばみらい市

下妻市

八千代町

結城市

筑西市

小貝川

若宮戸

三坂

前河原

向石下

上山川

船玉・伊佐山新石下ストックヤード

きぬアクアステーションストックヤード

■大輪ＳＹ
位置：右岸16.25k付近（常総市大輪町地先）
面積：50,000m2（H=3.5m 70,000m3）

■水海道浄化センターＳＹ
位置：右岸7.5k付近（常総市坂手町地先）
面積：30,000m2（H=3.0m 90,000m3）

■結城ＳＹ
位置：右岸42.0k付近（結城市林地先）
面積：71,000m2（H=5m想定171,000m3 ）

■細代ＳＹ
位置：左岸（つくばみらい市細代地先）
面積：30,000m2（H=3m想定23,000m3）

■新石下ＳＹ 【夜間受入可】
位置：左岸23.0k付近（常総市新石下地先）
面積：26,000m2（H=4m想定42,000m3）

■若宮戸ＳＹ
位置：左岸25.0k付近（常総市若宮戸地先）
面積：27,000m2（H=5m想定85,000m3）

【
大
形
橋
】

■きぬアクアステーションＳＹ【夜間受入】
位置：左岸28.9k付近（下妻市二本紀地先）
面積：50,000m2（H=4m想定137,000m3)

■小貝川東部浄化センターＳＹ【夜間受入可】
（東京外環で整備中）※シールド発生土判定ヤード利用
位置：小貝川左岸48.5k付近（筑西市赤浜）
面積：57,875m2

■上平塚ＳＹ
位置：左岸48.8k付近（筑西市上平塚）
面積：38,000m2 （H=4m想定60,000m3）

築堤に必要な全体土量470万㎥ 13



堤防を早く完成させるための工夫 ～効率的な土砂・資機材運搬ルートの確保～

堤防を効率的に施工するための土砂・資機材運搬ルートの確保と工事用道路の設置
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【今回：オペレーターに頼らず確実に全面を所定の締固め回数まで締固め出来る】

品質管理の自動化

【従来：確実な締固め作業には、オペレータの熟練した技能を要する】

品質管理の負担大

・観測手簿（ノート）に記載した数値をパソコンで入力し、デジタル化

する必要がある。

・盛土施工管理データ

・現場密度試験及び結果整理

・・・等 書類を多数作成

・走行軌跡図

・回数分布図 等

GPSアンテナ

運転席モニターで締固め回数を確認

法面整形の自動化（アシスト）

運転席モニターで
法面整形の状況を確認

法面の整形盛土の締固め
・オペレータの経験と勘頼りの締固め作業 ・オペレータの経験と勘頼りの盛土法面整形

・事前に測量を行い、整形する勾配の位置出

し（丁張り作業）を行う必要がある。

削りすぎや整形箇所の抜け落ちの可能性

GPSアンテナ

堤防を早く完成させるための工夫 ～i-Constructionの積極的導入～

締固め管理の自動化（アシスト）
・締固め回数をモニターでリアルタイムで確認

・オペレータに頼らず所定の品質が確保できる。

【従来：計測結果の書類作成・整理に労力

を要する】 出来形管理の負担大

・位置だし（丁張り作業）が不要

・整形状況をモニターでリアルタイムに確認

・オペレータに頼らず所定の品質が確保できる。

【今回：計測結果の書類作成・整理を自動化】

出来形管理の自動化

書類の整理

出来形管理資料作成・出力

現場密度試験の不用と書類作成の自動化

・出来形計測からデータ処理まで、パソコンでの自動化により、労力

と人為的ミスが軽減

書類は自動で作成

締固め回数不足や締固め箇所の抜け落ちの可能性
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【鬼怒川緊急対策プロジェクト工事 全体でのICT工事活用率 約６６％ （119件／180件）
平成28年4月1日（ICT導入後）１３５工事中１１7件で導入、約８７％



工事の進捗状況をご覧いただくための工事見学会を平成２８年から約７５回開催し、また、担い手
の育成にも努めています。

工事見学会及び担い手の育成
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別府地区工事見学会（ドローン撮影）鎌庭地区工事見学会（芝張り体験）小絹地区工事見学会（概要説明）

白畑・三妻工事見学会（高所作業車試乗）

寺畑地区 建設機械体験乗車

水海道元町地区工事見学会（VR体験）
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ハード対策 ■洪水を河川内で安全に流す対策

17

鬼怒川緊急対策プロジェクト

平成31年3月28日 かわまちづくり伝達式 17

●水辺の魅力を活かし、休憩施設などを設けていきます。

●絵はイメージですが、今後、市町と連携して整備を進め

ていきます。

リバースポット

●まちの中にある観光資源等をサイクリングコースの立

ち寄り拠点としていきます。

●紹介しているのは一例です。まだまだ色々あります。

タウンスポット



【常総市長 挨拶】

ハード対策 ■洪水を河川内で安全に流す対策鬼怒川サイクルフェスタ２０１９ 三坂開通セレモニー

■開催日時 令和元年９月２３日（月） １１：００～１１：３０
■ 開催場所 茨城県常総市三坂町地先（鬼怒川左岸20.75ｋ付近）
■ 参加者
常総市長、結城市長、下妻市長、守谷市長、八千代町副町長、筑西市副市長、つくばみらい市副市長、茨城県土木部長、関東地方整備局河川

部長、下館河川事務所所長
■概要
常総市区間の鬼怒川サイクリングロード開通に伴い、常総市では「鬼怒川サイクルフェスタ２０１９」を開催し、253名が参加しました。下館河川事
務所は、常総市三坂町の決壊地点において、完成した堤防上で、オープニングセレモニーとしてテープカットなどを行いました。

【記念撮影】

【記念撮影（ＵＡＶから撮影）】

【テープカット】

【サイクリング状況】 18



【常総市長 挨拶】

ハード対策 ■洪水を河川内で安全に流す対策2020下妻市シルクロードセブン試走会
■開催日時 令和２年１１月８日（日） ９：００～１７：３０
■ 開催場所 試走コース ①下妻・常総周遊コースの試走（約６０ｋｍ）

大形橋～春子屋・ゆたかや～決壊の碑（三坂）～大生郷天満宮～坂野家住宅～豊田城～やすらぎの里しもつま～大宝八幡宮～
道の駅しもつま ②ビアスパーク下妻 意見交換

■ 参加者
下妻市役所、常総市役所、株式会社三五関東（日野）約40名

■概要
鬼怒川・小貝川を軸にビアスパークしもつまを発着点とした下妻・常総周遊コース案について試走を行い、コースの特性や安全性等を確認する

【記念撮影】

【記念撮影（ＵＡＶから撮影）】

【テープカット】

【サイクリング状況】 19



『鬼怒川緊急対策プロジェクト』
【ソフト対策関連】
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発災から現在までの主なソフト対策

みんなでタイムラインプロジェクト検討会

広域避難計画 協定締結

21流域治水協議会 開催



○令和元年東日本台風をはじめ、平成３０年７月豪雨や平成２９年九州北部豪雨、平成
２７年９月関東・東北豪雨等、近年激甚な水害が頻発。
○さらに、今後、気候変動による降雨量の増大や水害の激甚化・頻発化が予測。
○令和2年7月6日「国土交通省防災・減災対策本部（第2回）」が開催され、総力戦で挑む
防災・減災プロジェクトの主要施策に「あらゆる関係者により流域全体で行う「流域治水」
への転換」が示された。

引き続き、定期的なフォローアップを実施し、取組を推進する。

協議会構成員： 結城市長、龍ケ崎市長、下妻市長、常総市長、取手市長、つくば市長、守谷市長、筑西市長、つくばみらい市長、八千代町長
（下流域） 茨城県土木部河川課長、下館河川事務所長

流域治水プロジェクト

22
協議会構成員： 宇都宮市長、小山市長、真岡市長、さくら市長、下野市長、日光市長、上三川町長、益子町長、塩谷町長、高根沢町長、芳賀町長、市貝町長、
（上流域） 栃木県県土整備部 河川課長、都市建設課長、宇都宮水源林整備事務所長、日光砂防事務所長、鬼怒川ダム統合管理事務所長、下館河川事務所長

河川部長 守谷市 茨城県 つくば市 常総市

･令和２年８月４日に第１回鬼怒川・小貝川上流・下流流域治水協議会を開催
･令和３年２月５日に第２回鬼怒川・小貝川上流・下流流域治水協議会を開催
・令和３年２月２６日に第３回鬼怒川・小貝川上流・下流流域治水協議会を開催

流域治水協議会の設置



○平成２８年２月１７日に第１回協議会を開催し、全国に先駆けて、国、県、市町が一体
となり、「鬼怒川・小貝川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会」を設立しました。
○平成２８年５月１１日には第２回協議会を開催し、全国に先駆けて、「水防災意識社
会」を再構築するための取組方針を策定しました。

引き続き、取組方針に沿って取り組みを進めるとともに、定期的なフォローアップを実施

協議会構成員： 古河市長、結城市長、龍ケ崎市長、下妻市長、常総市長、取手市長、つくば市長、守谷市長、筑西市長、坂東市長、つくばみらい市長、八千代町長、利根町長、茨城県
防災・危機管理部長、茨城県土木部長、東日本旅客鉄道株式会社水戸支社、関東鉄道株式会社、真岡鐵道株式会社、首都圏新都市鉄道株式会社、気象庁宇都宮

地方気象台長、水戸地方気象台長、国土地理院関東地方測量部長、関東地方整備局河川部長、下館河川事務所長

・令和３年２月１９日の「第７回 鬼怒

川・小貝川下流域大規模氾濫に関

する減災対策協議会」において、今

後５年間で達成すべき目標を設定

鬼怒川・小貝川の大規模水害に対し、

「逃げ遅れゼロ」、「社会経済被害の

最小化」を目指す。

※令和２年度は新型コロナウイルス感染

拡大防止対策として、Web会議で開催

鬼怒川・小貝川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会
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協議会構成員： 宇都宮市長、小山市長、真岡市長、矢板市長、さくら市長、下野市長、上三川町長、益子町長、芳賀町長、塩谷町長、高根沢町長、栃木県知事、日本貨物鉄道株式会
社、東武鉄道株式会社、真岡鐵道株式会社、野岩鉄道株式会社、気象庁宇都宮地方気象台長、水戸地方気象台長、国土地理院関東地方測量部長、鬼怒川ダム統

合管理事務所長、下館河川事務所長

（下流域）

（上流域）

河川部長 守谷市 茨城県 つくば市 常総市

鬼怒川・小貝川下流域の減災に係る取組方針の概要

・洪水を安全に流下させるための堤防整備に加え、堤防天端の保護など危機管理型ハード対策を実施

・想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図、氾濫シミュレーションの公表や広域避難計画を反映したハザードマップの作成、周知

・浸水のおそれのある全小学校を対象に防災教育を実施 ・氾濫水の早期排水のため、緊急排水計画（案）を作成



２）ソフト対策の主な取組

鬼怒川・小貝川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会

１）ハード対策の主な取組

■洪水を河川内で安全に流す対策 ■危機管理型ハード対策 ■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

・想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図、氾濫シミュレーション（鬼
怒川・小貝川・八間堀川）の公表
・広域避難計画の策定
・広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知
・まるごとまちごとハザードマップ整備・拡充
・要配慮者利用施設の避難計画の作成及び訓練の促進
・ハザードマップポータルサイトを活用した周知サポート、地図情報の活用
■避難勧告の発令に着目したタイムラインの作成
・避難勧告の発令に着目したタイムラインの作成
・タイムラインに基づく首長等も参加した実践的な訓練

・気象情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級の現象」等の改善（水害
時の情報入手のし易さをサポート）

②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組
■より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化
・水防団等への連絡体制の再確認と伝達訓練の実施
・水防団同士の連絡体制の確保
・水防団や地域住民が参加する洪水に対しリスクが高い区間の共同点検
・関係機関が連携した実働水防訓練の実施
・水防活動の担い手となる水防協力団体の募集・指定を促進
・地域の建設業者による水防支援体制の検討・構築

③一刻も早い生活再建及び社会経済活動の回復を可能とするための排水活
動の取組
■緊急排水計画（案）の作成及び排水訓練の実施

・排水機場・樋門・水門等の情報共有、浸水区域内の自然勾配を踏まえた排
水の検討等を行い、大規模水害を想定した緊急排水計画（案）を作成
・緊急排水計画（案）に基づく排水訓練の実施

○取組方針【下流域減災対策協議会】
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■防災教育や防災知識の普及
・水災害の事前準備に関する問い合わせ窓口の設置
・水防災に関する説明会の開催
・教員を対象とした講習会の実施
・小学生を対象とした防災教育の実施
・出前講座等を活用した講習会の実施
・プッシュ型の洪水予報等の情報発信
・水位計やライブカメラの情報をリアルタイムで提供
■共助の仕組み強化のための取組

・防災部局だけでなく高齢福祉部局についても、協議会への参加や協議会に関す
る情報共有を実施
・地域包括センターにハザードマップの掲示や防災関連のパンフレット等を設置

・地域包括支援センター・ケアマネージャーと連携した水害からの高齢者の避難行
動の理解促進に向けた取組の実施
■災害を我がことと考えるための取組
・ハザードマップの訓練等への活用
・マイ・タイムライン作成講座の実施
・地域の防災リーダーの育成
・水防災意識強化週間における集中的な水防災に関する普及・啓発活動の実施



平成27年9月 関東･東北豪雨

モデル地区(常総市根新田地区,若宮戸地区)において
平成28年11月から延べ5回検討会を実施し、住民１６５名
が参加マイ・タイムラインの重要性や内容を議論

みんなでタイムラインプロジェクト
〔下館河川事務所〕

自らのリスクを知り、一人一人の逃げ方を考えることを目指
したプロジェクトをスタート

マイ･タイムライン検討経緯

平成28年11月20日
第１回検討会の様子（根新田）

地形の特徴、自宅周辺の
浸水リスクなどを「知る」
洪水発生時の防災行動を
整理しマイ・タイムライン

を作成出来る。

平成29年6月
マイ・タイムラインノートを作案した。

水防災意識社会 再構築ビジョン

約4300名が救助された
『逃げ遅れ』が課題

平成27年12月11日、国土交通省が

を策定

住民自らが避難行動を起こす⇒『逃げ遅れゼロ』
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高
齢
者
等
避
難

避
難
指
示

マイ・タイムラインとは、台風の接近等によって、河川水位が上昇する時に、住民一人ひとりの家族
構成や生活環境に合わせて、「いつ」・「何をするのか」をあらかじめ時系列で整理した自分自身の
防災行動計画

●河川の水位変化と洪水時に得られる情報とマイ・タイムラインの作成

こ
れ
ら
の
情
報
を
基
に

防
災
行
動
計
画
を
作
成

マイ・タイムラインの検討の過程で…

「リスクを認識」
・自分の家が浸水してしまう
・避難所まで遠い 等

マイ・タイムラインができると…
！ 災害時の防災行動チェックリストで対応の漏れを防止

！ 災害時の判断をサポート

「逃げるタイミングがわかる」
・いつ逃げる？
・誰と逃げる？
・危険な場所をよけて

逃げるには？

「コミュニケーションの輪が広がる」
・意見交換などで、知り合いになれる等

●作成の状況

台風の接近（3日前）

水位の上昇

ワークショップ形式 小中学校の防災教育
お天気キャスターによる

進行や解説

●参加者の主な意見等

知る・
気づく

考える

※避難の実効性を高める「住民自らが手を動かす取組」が重要 ※各地で取り組まれている事例からの抜粋

専門家等による
理解を深める工夫

参加者相互の
意見交換により
理解が向上

住民参加型の取組により、住民の「水防災意識の高揚」や「水防災知識の向上」、さらに「地域の絆の強化」に寄与

・避難するために、どのような情報が必要で、何を基準にして
避難するか理解できた。

・避難先の選定が難しく感じた。
・情報入手や早めの行動、家族との話し合い、自助･共助･公助等
勉強になった。

・個人での対応にも限界があり、地区での共助も必要だとわかった。

マイ･タイムラインとは
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【実施場所】
常総市内小中学校6校
【参加人数】
約８００名

マイ･タイムライン検討ツール「逃げキッド」低年齢層からの防災教育

マイ･タイムライン検討ツール「逃げキッド」

11 子供（キッド）にも作成してもらいたい

22 鬼怒川・小貝川地域の方言で「逃げるぞ！」
→逃げキッド

平成30年、マイ・タイムライン検討ツール
「逃げキッド」完成

封筒をあけると・・・
下記の教材がはいっています

（１）マイ・タイムライン作成のためのチェックシート
（２）「台風が発生」してから「川の水が氾濫」するまでを知ろう！！（資料１）
（３）「台風が発生」してから「川の水が氾濫」するまでの備えを考えよう！！（資料２）
（４）『マイ・タイムライン』をつくってみよう！！
（５）みんなでつくろう！マイ・タイムライン ～マイ・タイムラインをつくるためのヒント集～
（６）ご自宅に戻ったらみなおしてみましょう

逃げキッドに込められた思い

児童がマイ・タイムラインの骨格を作成
各家庭で保護者と話しあい、タイムラインを充実

学校でマイ・タイムライン発表会

平成29年８月、常総市教育委員会や常総市小中学校教職員等
と共同で、逃げキッドの大枠を作成

マイ・タイムライン
作成の流れ（一例）

三妻小学校 平成29年9月1日

平成29年９月、
常総市小中学校一斉防災訓練

小中学校 で
マイ・タイムライン作成
初初
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浸水しない場所を避難先と
して、複数考えておくこと
が大切です。
避難先までのルートも考え
ておきましょう。

「逃げキッド」をリニューアル（R2.8.26）

避難先のチェック
項目を追加！

文字を大きくする
など作成用紙を見
やすく改良！

浸水深、警戒レ
ベルなどのシー
ルを追加！

ヒント集を分か
りやすく情報が
入手しやすいよ
うに改良！

自治体から発表される警戒
レベル３と警戒レベル４は
シールに変更しました。
各自治体がどのタイミング
で避難勧告などを発表する
かを知っておきましょう。

浸水深を記入できる
シールを自宅等に
貼って、浸水の高さ
を実感して、行動を
考えるときの参考に
しましょう。
オリジナルの行動に
は「いいね」シール
を貼ってみましょう。

水位の調べ方や避難
に役立つ情報などを
整理して、見やすく
改良しました。いざ
という時にあわてず
に行動するために
知っておきましょう。

逃げキッドは、下館河川事務所の
ホームページからダウンロードできます。
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マイ・タイムラインリーダー認定講座

＊6市町･･･常総市、下野市、龍ケ崎市、塩谷町、
つくばみらい市、下妻市 （約２５０名）

マイ・タイムラインリーダー認定講座（下妻市 平成31年2月9日）

平成30年12月、
マイ・タイムラインリーダー認定制度を制定
平成31年1・2月
マイ・タイムラインリーダー認定講座を6市町※で実施
202名がマイ・タイムラインリーダーに認定

平成30年度、

平成30年12月までに、逃げキッド作成講座を合計80回実施

マイ・タイムラインリーダー認定制度

マイ・タイムライン作成者1万人突破

令和元年８月
マイ・タイムラインリーダー約300人認定

令和元年7月
マイ・タイムラインリーダー向けポータルサイト開設

マイ・タイムラインリーダー認定証
リーダー認定者は小中学校や自治会
等のマイ・タイムライン作成を積極
的に支援を実施

講師補助として作成講座をお手伝い
ハザードマップの見方をフォローしたり、
作業のやり方について補完し、受講者の
作業を手助けを実施していただいてます。

マイ･タイムラインリーダー誕生
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令和３年８月末現在
マイ・タイムラインリーダー347人認定

令和元年度末、マイ・タイムライン作成者２万人突破



マイ・タイムラインリーダーが、マイ・タイムライン作成
講座を開催する際の工夫点やシナリオ例を記載

教えやすくなるような
豆知識も記載

逃げキッド活用ガイド

一人で作る時や、講師で説明する時
にも利用できる動画

マイ・タイムライン作り方動画

マイ・タイムラインの必要性を分か
りやすく解説している動画

マイ・タイムラインポータルサイト

リーダーと流域内における作成講座の情報を共有し、
リーダーの活動をより円滑に行うことができるポータル
サイトを開設しました。

マイ・タイムラインポータルサイト
URL：https://mytimeline.river.or.jp/

マイ・タイムラインの歴史から最新情報まで記載しています！
YouTube、ダウンロードで動画がご覧いただけます！

マイ・タイムライン
リーダーの個人ページ作成

マイ・タイムライン
リーダーのための教科書

マイ･タイムラインリーダーの活動をサポート
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赤プルとつくろうマイ･タイムライン～おめーらみんなで逃げきっど！！～

○前半は防災士である赤プルさんが防災に関する“あるある”を参加者の方とやりとりしながら

考えました。後半は、常総市長が進行役を務め、赤プルさんと参加者は動画を見ながら

マイ・タイムラインを作成しました。

・ 実施日時 ： 平成３０年６月２３日（土） １３：００～１５：００

事前の配布チラシ

参加者：
約２００名

下館河川事務所長
常総市長 赤プルさん
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学校の先生や自治体によるマイ・タイムラインの作成

下妻市長がマイ・タイムラインリーダーとして講師を実施常総市内の小・中学校における水防災教育

鬼怒中学校

○令和元年9月11日に常総市内11の小中学校において、各学校の
先生、保護者の方等がサポートを行いながら、逃げキッドを活用した
マイ・タイムラインを作成講座を実施しました。

○令和元年6月23日（日）、下妻市民文化会館でマイ・タイムライン作成
講座が開催され、住民や自主防災組織の方など約700名が参加しました。

豊田小学校
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お天気キャスターとつくろうマイ・タイムライン in 道の駅

8月24日、講師：寺川さん 8月25日、講師：天達さん 10月6日、講師：菊池さん

【概 要】：お天気キャスターのお話を聞いて洪水のリスクを知り、一人ひとりの家族構成や生活環境にあった

自分自身の防災行動計画「マイ・タイムライン」を作る講座を開催しました。

【実施概要】令和元年８月２４日（土） 道の駅うつのみや ろまんちっく村 寺川奈津美講師

令和元年８月２５日（日） 道の駅うつのみや ろまんちっく村 天達武史講師

令和元年１０月６日（日） 道の駅グランテラス筑西 菊池真以講師
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令和元年12月1日「イオンタウン守谷」、12月8日「イオンモール小山」にて、マイ・タイムライン作成講座を開催し
ました。 ２日間で 約２００名の方にお集まりいただきました。
お天気キャスターの 寺川奈津美さん、菊池真以さんに講師をしてもらいました。
初めてイオンでの開催となり、多くの子どもたちにもマイ・タイムラインを知ってもらえるきっかけとなりました。

お天気キャスターとつくろうマイ・タイムライン in イオン

12月1日
講師：菊池さん

12月8日
講師：寺川さん
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YouTube生配信スタート

リハーサルの状況 YouTube生配信の様子

閲覧数１６０名程度
視聴者数４５名程度

『マイ・タイムライン作成講座を、YouTubeで生配信』

【概 要】：一人ひとりの家族構成や生活環境にあった自分自身の防災行動計画「マイ・タイムライン」を作る講座を

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、YouTubeで生配信しました。

【開催日時】：令和２年９月５日（土）１１時～約４０分

【講 師】：常総市出身の防災芸人赤プル（マイ・タイムラインリーダーA級）
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菊池講師による認定講座 ハザードマップの説明（常総市）

参加状況

『マイ・タイムラインリーダー認定講座（オンライン）を開催』

【概 要】：早期避難・逃げ遅れゼロの大切さをより多くの方々に再度知ってもらえるようにマイ・タイムライン

リーダー認定講座を開催しました。初めてお天気キャスターを講師に招き、新型コロナウイルス感染

拡大防止対策として、オンライン（ZOOM）で実施。

【開催日時】：令和２年１１月２８日（土）①１０時～、②１３時～

【講 師】：お天気キャスター 菊池 真以さん
参加者約５０名
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ハザードマップの説明（常総市）

参加状況

『マイ・タイムラインリーダー認定講座（オンライン）を開催』

【概 要】：早期避難・逃げ遅れゼロの大切さをより多くの方々に再度知ってもらえるように自治体職員等を対象にマ

イ・タイムラインリーダー認定講座を開催しました。お天気キャスターを講師に招き、新型コロナウイル

ス感染拡大防止対策として、オンライン（ZOOM）で実施。

【開催日時】：令和３年５月１８日（火）１４～１６時

【講 師】：お天気キャスター 向笠 康二郎さん
参加者約４０名

37

向笠講師による認定講座

参加状況



○洪水時に的確な情報伝達が実施できるよう、関係市町、茨城県、下館河川事務所等が連携
し、実際の洪水を想定した情報によりタイムラインを活用した机上形式の洪水時情報伝達演
習を実施しました。
なお、演習では、「マイ・タイムライン」を作成していただいた住民の方にも参加いただき、
「マイ・タイムライン」に基づき自らの行動を確認する訓練も併せて実施しました。
・平成２９年５月２８日（日）常総市、 訓練参加者数：約５０名（うち住民約１５名）
・平成３０年７月 １日（日）龍ケ崎市、 訓練参加者数：約１１０名（うち住民約８０名）
・令和元年１０月２７日（日）下妻市、 訓練参加者数：約１１０名（うち住民約８０名）

住民参加型のマイ・タイムラインに基づく情報伝達訓練
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【令和元年１０月２７日 下妻市の訓練の様子】



マイ・タイムラインリーダーによるマイ・タイムライン作成講座（H31.3.10）

マイ・タイムラインリーダーの方々がつくばみらい市の住民を対象に、マイ・タイムライン作
成講座を開催しました。参加したマイ・タイムラインリーダーもつくばみらい市の方々であり、
従来の事務局主催の講座より一層、地域に密着したものとなりました。

○マイ・タイムラインリーダー
講師：１名（つくばみらい市職員）
講師補助：２１名（つくばみらい市の防災士・自主防災組織、つくばみらい市職員）

○受講者数：約３０名（つくばみらい市谷井田地区）

リーダー（講師）

講師による全体説明の様子

←受講者全体へ説明、
講座の進行

←ハザードマップの見方
を説明

講師補助による個別説明の様子

リーダー
（講師補助）

洪水時の防災行動例
↓を説明

←マイ・タイムラインの作成
方法を説明

リーダー
（講師補助）

リーダー
（講師補助）
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住民参加型のマイ・タイムラインに基づく情報伝達訓練（H31.3.10）

洪水時に的確な情報伝達が実施できるよう、つくばみらい市、茨城県、下館河川事務所等の
行政機関が連携して、実際の洪水を想定し、情報伝達における一連の流れを確認しました。
なお、演習では、マイ・タイムラインを作成していただいた住民の方に参加いただき、マイ・タ
イムラインに基づき自らの行動を確認する訓練も併せて実施しました。

○参加機関：つくばみらい市、消防団、茨城県、水戸地方気象台、下館河川事務所
○参加者数：約７５名（うち住民の方 約５０名）

茨城県

下館河川
事務所

つくばみらい市 住民
水戸地方気象台、

消防団

つくばみらい市長

会場の様子

各行政機関は洪水時の
情報伝達を実施・確認 →

住民の方は、気象状況や行政機関の情報伝達を見
ながら、マイ・タイムラインを確認

↑避難することとしたタイミングでステージの上に移動

↑マイ・タイムライン上
の行動内容を発表、
行政機関へ避難行動
に関する疑問点を質問
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マイ･タイムライン、逃げキッドなど商標登録

• 「マイ･タイムライン」

• 「逃げキッド」

• 「みんなでタイムライン」

• 「みんなでタイムラインプロジェクト」

商標登録されました
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『マイ・タイムライン検討の取組』が全建賞を受賞

○令和元年6月25日、鬼怒川・小貝川上・下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会におい
て取り組んできた『マイ・タイムライン検討の取組』が全建賞を受賞しました。

全建賞とは、良質な社会資本整備の推進と建設技術の発展を促進するために設けられたも
のです。日本の社会経済活動を支える根幹的なインフラ整備や、その時々の国民ニーズに沿
った幾多の取り組みに授賞がなされてきました。
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○平成28年9月5日から、鬼怒川（常総市）においてプッシュ型配信を開始しています。
○平成29年5月1日から、鬼怒川・小貝川の沿川１９市町へ配信しています。

平成２９年６月１８日
下妻市防災訓練

（緊急速報メールと連動した避難訓練）

緊急速報メールの着信
（イメージ）

プッシュ型の洪水予報等の情報発信
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常総市

まるごとまちごとハザードマップ

常総市役所（敷地内） 大生小学校
平成27年9月10日浸水水位

（常総市・水海道ロータリークラブ）

近くから視認する
サインの掲出高さ

○洪水防災に関わる情報を、生活空間である町の中に標識として表示し、まちを立体的な

ハザード マップとして見立てていく「まるごとまちごとハザードマップ」に着手

想定浸水深の高さにラインを設定

平成28年8月に公表した想定最大規模の洪水浸水想定区域図と
同様の情報を用いて洪水関連図記号の標識および浸水高テープ
（赤色）を表示
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○令和元年5月30日、「第5回 鬼怒川・小貝川下流域大規模氾濫に関する協議会」を開催し、水防災意識社会再構築に向けた
取組をさらに充実させるため、各機関が平成30年度に実施した事項を整理し、取組方針の進捗状況を取りまとめるとともに、大
規模水害に関する広域避難計画（案）について協議し、会議後、調印式を行いました。

※13市町･･･古河市・結城市・龍ケ崎市・下妻市・常総市・取手市・つくば市

守谷市・筑西市・坂東市・つくばみらい市・八千代町・利根町

13市町※が広域避難計画策定

広域避難計画の策定

令和元年5月30日 大規模水害時の広域避難に関する協定 調印式の様子

鬼怒川・小貝川における決壊などの大規模被害が想定されることから、
市域の垣根を越えた、住民目線の避難行動のための広域避難計画を
策定しました。

避難イメージ
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○洪水時の危機管理に関する意見交換を実施しました。
○実際の洪水時に備え、円滑な情報交換が行えるように、出水時に河川管理者が提供する
情報等について相互に確認を行いました。

主な議事内容

○洪水に関する防災情報について
○ 氾濫危険水位、避難判断水位について
○ 防災行動支援について
○ ホットラインについて

※今後も、更なる地域防災力向上に向けて、
関係市町と意見交換を行っていく予定。

水防災に関する説明会の開催（首長との意見交換）

意見交換会の様子（つくばみらい市）

防災行動支援図（つくばみらい市）

46



○関係市町を対象に「ホットライン」の訓練を実施しています。
＊「ホットライン」とは、出水時の洪水予報等の連絡に加え、事務所長から首長へ、直接電話にて河川の状況等を補足的に伝える緊急時の手段。
下館河川事務所では、関係する首長と事務所長の間で訓練を実施。
これに併せて関係市町の危機管理担当の部・課長とも、実務レベルの情報伝達訓練を実施し、より、確実に情報伝達ができるよう取り組んでいます。

ホットライン訓練の様子

市町

【実施内容】

①洪水予報
（FAX）

下
館
河
川
事
務
所

建設専門官 副所長 事務所長

担当課長等 担当部長等 市長・町長

送
信

②電話連絡
（携帯）

例：「○○川の○○水位観測所では、○時頃に○○水位に達する

見込みです。○○市の○○地点では、○時間後に氾濫する恐れの
ある水位に達する見込みです。」

自
治
体

＜訓練開始＞

受
信
確
認

③電話連絡
（携帯）

④ホットライン
（携帯）

内部での情報伝達訓練についても併せて実施

【伝達事項 】

「 現在の河川水位の状況 」
「 今後の河川水位の動向予測 」等

より分かりやすく！より正確に！
実施後は、訓練結果をとりまとめて改善をする

ホットラインを受けて避難指示検討

市町へホットライン

下館河川事務所

ホットライン訓練の実施

下館河川事務所
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Ｒ１/６/１４ 常総市：２１名

○水防災の意識の共有・再確認を図るため、鬼怒川・小貝川に接する全１９市町と連携し、
現地にて「共同点検」を実施しています。
【令和元年度概要】
・点検期間：６／４～７／５
・点検者：各市町職員、県土木事務所、気象台（水戸・宇都宮）、防災エキスパート、
水防団 （消防団）、一般住民 （主に自治区長） 合計３３８名
・点検範囲：堤防延長：約２５４ｋｍ
・説明項目：重要水防箇所（重点・ランクＡ）、備蓄資材、基準水位、洪水予報の発表基準、

川の防災情報、市町の危険箇所、氾濫シミュレーション等
【令和２年度】
・令和２年度につきましては、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から安全面を

考慮し、資料送付をもって共同点検とさせて頂きました。

『共同点検』（鬼怒川・小貝川）を実施

Ｒ１/６/２６ 結城市：５８名

Ｒ１/６/２４ 下妻市：５６名
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○洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のためなどの水防活動の取組とし
て、各関係機関と連携を図りつつ水防訓練を実施しました。

筑西市消防団水防訓練 令和元年５月２６日の様子
（母子島遊水地）

『関係機関水防訓練』との連携

令和元年度 水防訓練実施一覧

市町村名 水防訓練等名称 開催（予定）日 参加団体等

足利市
第68回利根川水系連合・総

合水防演習
5月18日（土）

国土交通省関東地整、国土地理院、一都六県、

陸上自衛隊、日本赤十字社、足利市水防団

龍ケ崎市 二組合合同水防訓練 5月19日（日）
稲敷地方広域市町村圏事務組合、利根川水系県南

水防事務組合

筑西市 筑西市消防団水防訓練 5月26日（日）
筑西市、下館河川事務所、茨城県筑西土木事務所、筑

西広域消防本部筑西消防署、各消防団

常総市
鬼怒・小貝水防連合体水防

訓練
7月7日（日）

鬼怒・小貝水防連合体（下妻市・常総市・

つくば市・八千代町・つくばみらい市）

宇都宮市 宇都宮市水防訓練 7月13日（土）
宇都宮市、宇都宮市消防局、宇都宮市消防団、

栃木県消防防災航空隊

鬼怒・小貝水防連合体水防訓練 令和元年７月７日開催
（常総市上三坂地先）

令和２年度の水防訓練ですが、関係機
関と協議し、新型コロナウイルスの感
染症拡大防止の観点から安全面を考慮
し、開催を中止しました。
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現地視察対応

【現地視察状況】

（R２．１．３１ JICA［アジア治水コース］）（R１．１０．２３ JICA［洪水防災研修］ ）

○全ての地域での「水防災意識社会の再構築」を目指し、鬼怒川緊急対策プロジェクトの現場
視察を国内（行政・大学・自治会等）のみならず海外からも多数実施しました。
○平成２８年４月から約３００回実施しました。（令和２年１０月末現在：海外からの視察含む）
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（R１．９．１９ 栃木県立烏山高校）（R１．８．２２ 長野県篠ノ井中央地区区長会） （R１．１０．１０ 岡山県議会議員）

（R２．１．２２ 石川県議会議員）



鬼怒川緊急対策プロジェクト等のパンフレット

鬼怒川緊急対策プロジェクトの広報活動
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川の防災チラシ

○鬼怒川緊急対策プロジェクトの進捗状況などを事務所ホームページに掲載しています。
○Ｆａｃｅｂｏｏｋに、事業の取組状況や流域情報を掲載しています。
○鬼怒川緊急対策プロジェクトの「パンフレット」、雨量やハザードマップなどに関する情報の
入手方法を記載した「川の防災チラシ」等を、説明会や地域イベントなどで配布しています。

マイ・タイムライン
作成講座の記事

【Facebook】【下館河川事務所ホームページ】 【パンフレット、チラシ】



鬼怒川緊急対策プロジェクトの広報活動
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平成27年9月関東・東北豪雨を風化させないために、「平成27年9月関東・東北豪雨のVR映像」、
「復旧前後の堤防比較映像」、「空中散歩(360度)映像」を盛り込んだタッチパネルモニター及びコ
ロナ対応を考えた非接触型のマイタイムライン作成装置を設置しています。（常総市地域交流セン
ターに常設）

タッチパネルモニターで360度VR体験
※洪水や空中散歩など、全方位360°
動画が体験できます


